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に関連する３項目、memory deficit に関する２項目が続いた。記憶とディスレクシアの
関係については、日本の学会でも論じられており (e.g. Seki et al., 2001) 、それに対する
日本人の英語の先生の認識を調べる必要性から、Alloway, Elliot, Gathercole and Kirkwood 
(2009) を参照した。最後の２項目は、生徒をディスレクシアが疑われると labelling す
ること、英語教師がディスレクシアを扱うことの是非について問うため、筆者が作成し












３．１ Quantitative Data 
 データは、definitely true, probably true, probably false, definitely false の４段階それぞれ
を、４、３、２、１ポイントとした。すべてのデータ解析後、教師の勤務年数などの背
景の違いと回答との関連をそれぞれ二つの chi-square test と ANOVA で比較した。 
 
３． ２ Qualitative Data 
 ４段階でいただいた回答に詳細なコメントを加えるため、以下、３つの質問をした。
「ディスレクシアについて知っていることを書いてください」「英語を学ぶことに苦労






Research Question 1: 日本人の英語の先生のディスレクシアへの認識と知識 








制の整備のためのガイドライン」が策定された（MEXT, 2004）。Kataoka, Kraayenoord 






１． ２ Research Questions 
この調査においては、以下の research questions への答えを求めた。 
1. What are Japanese EFL teachers’ perceptions and knowledge about 
dyslexia? 
2. What knowledge about instructional strategies for students with dyslexia 








２． ２ Instruments 





 Washburn, Binks-Cantrell and Joshi (2014), Dyslexia Belief Index (Wadlington & Wadlington, 
2015) and the Teacher Perceptions Toward Early Reading and Spelling survey (DeFord, 1985; 
Mather, Bos & Babur, 2001) 
 アンケートは、１８のディスレクシアに対する認識を問う項目と、８の指導法に関す
る項目で構成された。最初の７項目は、ディスレクシアそのものや生徒を取り巻く環境
について、次の５項目は、decoding と spelling に関するものであった。次に、visual deficit 
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 その他、興味深い結果としては、「読みの指導において、context clues (grammar, meaning 
of words) を使うことは、phonic cues (letter and sounds) を使うことより重要である」に、















Teacher Training への関心について 
 「ディスレクシアについて研修等があれば受けてみたいが、情報がない」














(Home tutor)  
５．４％が probably true、４１、４％が probably false を選んでいる。また、「ディスレ
クシアに対して効果的な一定の治療法が見つかった」には、４２．７％が probably false 
とする一方で、４５．２％が probably true と答えている。 
「ディスレクシアの生徒は、phonemic awareness（聞いて音を真似する力）が他の能力
に比べ劣っている」に対して、７６．２％が、definitely false または、probably false と
回答した。また、「ディスレクシアの生徒は、decoding や word recognition に難しさがあ








かったが、中には、以下のように記された先生 (Centre/franchiser tutor) もいらっしゃっ
た。「ディスレクシアは読みと書きの難しさがある disability であり、個人によって症状
は様々である。例えば、ADHD の特徴がディスレクシアと関連していることもある。デ






ィスレクシアには様々なタイプ（visual or hearing deficit）があり、アメリカやヨーロッ
パには多くのディスレクシアがある人がいるが、比較して、日本ではまれである」
(Centre/franchiser tutor, college/university lecturer) 
  
４． ２ 




ペリング能力の改善を助ける」には、８９％が true と答えた。また、「Multisensory teaching 
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ペリング能力の改善を助ける」には、８９％が true と答えた。また、「Multisensory teaching 






 約７０％の日本人の英語の先生が、eye-tracking exercise がディスレクシアの生徒に有
効であると返答した。日本では、検眼士 (optometrist) による vision training とディスレ
クシアを関連付けた講演や、ディスレクシアと visual perception の関係に関する研究 
(Okumura, Wakamiya, Suzuki & Tamai, 2006; Goto et al., 2010) も影響の一因と思われるが、
必ずしも、これらの研究において、vision training でディスレクシアが改善されると結
論付けているわけではない。Visual perception deficit は、ディスレクシアの原因ではな
く (Washburn, Binks-Cantrell & Joshi, 2014) 、見え方を改善するための治療がディスレク
シアを緩和するとは証明されていない。しかし、visual related exercise により、他の要
素の改善は期待できる。例えば、読み書き活動時の集中力の維持などである。また、Goto 






 いくつかの研究では、ディスレクシアの子どもにおける visual memory deficit が証明
されている (Alloway, Elliot, Gathercole & Kirkwood, 2009; Menghini, Finzi, Crlesimo & 
Vicari, 2011) 。しかしながら、ディスレクシアであると診断された生徒を教えていない
先生は、visual memory deficit をディスレクシアの特徴ととらえる傾向があった一方で、
診断された生徒を教えている先生のうち約半数は、visual memory deficit をディスレク
シアの特徴と思っていないという結果であった。ディスレクシアの生徒を教えている先
生は、visual memory deficit 以外の要素にフォーカスして指導しているのではないかと
思われる。指導経験の中で、それまで知識でしかなかったディスレクシアが、実際には
どういうものであるかを理解し、自らの知識を修正してきたのではないだろうか。この
ように、先生の経験が teacher training を高めると考えられる。 
 その他の相違点として、ディスレクシアの medications に関連した項目が挙げられる。
Eden and Moats (2002) によると、ディスレクシアの生徒への長期間にわたる指導は、必
ずしも良い結果を生んでいないという。Aylward et al. (2003) は、集中した介入 
(intervention) と環境要因に対する脳の反応が、ディスレクシアの生徒の読みを改善する
としている。一定の効果が得られる  interventions もあるが、ディスレクシアの 
medications はない。しかしながら、ディスレクシアの生徒を教えていない日本人の英














 ディスレクシアの生徒を labelling することが指導の際の補助的役割を果たすことに
は、９２％が肯定的であったが、これは、他の研究結果にも共通するものである 
(Torgesen, 2002; Washburn, Binks-Cantrell & Josh, 2014) 。しかしながら、そのうち約４０％
の先生方が probably true を選んでおり、決定的に肯定しているわけではない。日本人
の先生は、個々の生徒がどれだけ学習を進められたか (academically progressed) より、
クラスの調和を保つことを重んじるとも言われる  (Kataoka, Kraayenoord & Elkins, 
2004) 。Labelling をすることによって、いじめや保護者の抗議など、negative な要素を
危惧することもあるだろう。Damico, Miller and Ball (2010) は、labelling された生徒が通
常学級から特別支援教室へ移ることにより、社会的に孤立 (isolated) すると述べている。
日本の社会は、「同じ」であることを好む傾向があると思われ、labelling が negative な
反応を引き起こす可能性がある。 
 次に、日本人の先生に見られるその他の類似点としては、ディスレクシアの生徒は、
phonemic awareness に弱点があるということが挙げられる。Auditory memory とディス
レクシアの関連には否定的であるという共通点も見られたが、memory に関する用語そ
のものを知らず、答えを選ぶのが難しかったという回答者もいた。 
 さらに、ディスレクシアと環境面については、ディスレクシアの遺伝性 (Pennington 
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 Multisensory instruction については、ほとんど記述が見られなかった。ディスレクシア
の生徒にとって、読み書きスキルを向上させることが目的であるのに、auditory approach 
に終始している傾向が見られる。音読が困難であるにもかかわらず、困難のない生徒と




















Teacher training について 
 教師はディスレクシアの生徒を助けたいと真に願っている (Wadlington & Wadlington, 
2015) 。しかし、Kusumoto (2008) が示唆するように、日本における英語教育という観












(comorbidity) を指摘した先生はかなり限られた。Lyon, Shywitz and Shaywitz (2003) が指
摘するように、注意欠陥など、併存する要因への観察は、ディスレクシアの実際的な定
義づけ (working definition) になるが、ディスレクシアと注意欠陥は、認知特性において、
異なるものである。 表記法の違いにより、他の透明性の高い言語よりも、英語におい
て、ディスレクシアは多く存在する (Miles, 2000) 。アンケートでも、英語と日本語の
異なる表記法に、ディスレクシアの生徒の難しさがあると考える先生がいた。 








 フォニックスを取り入れることの効果については、Mather, Bos and Babur (2001) の研
究にもあるように、今回のアンケート調査における日本人の英語の先生方も、フォニッ
クスの知識を持ち、進んで取り入れていることがわかる。しかしながら、一人の先生の
みが、どのようなステップで指導しているのかを述べていた (phonological awareness, 
phonemic awareness, phonics and extensive reading) 。Kataoka, Kraayenoord and Elkins (2004) 
の調査では、日本人の先生が行っている個別指導や追加の宿題等は、学習障害の生徒へ
の指導法のセオリーに則っておらず、教師の経験によるものであるとのことだ。
Washburn, Joshi and Binks-Cantrell (2011) は、教師の指導経験と知識には因果関係がない
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身につけるべきスキルとして、多用している。改革案 (MEXT, 2014) では、８０％以上
の中学１年生が、小学校時代に、英語の読み書きをしてくれていたらよかった、と答え







 初期の読みにおいて、phonological awareness が predictor であるといった研究が進ん
でいるにも関わらず、教育現場の準備段階にはあまり影響を与えていない (Mather, Bos 














TESOL/TEFL の certificate を持ち、大学において、英語教育を専攻していたにも関わら
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